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写真：9月27日に市総合防災訓練を実施。那珂川の氾濫を想定し、   
        中州に取り残された要救助者をヘリコプターで救出する一幕
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Kosodate子育て

入
園
待
ち
児
童「
０（
ゼ
ロ
）」へ

親
も
子
ど
も
た
ち
も
安
心
で
き
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
を
図
る

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
保
育
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
6

月
に
市
保
育
園
整
備
計
画
（
後
期
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

保
育
園
の
「
入
園
待
ち
児
童
の
解
消
」
と
「
定
員
の
弾
力
的
運
用
の
廃
止
」
を

重
要
課
題
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
解
決
に
向
け
て
平
成
28
年
度
末
ま
で
に
保
育

園
な
ど
の
定
員
を
５
０
０
人
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
現
状
と
課
題

5歳児
4歳児
3歳児
2歳児
1歳児
0歳児

160

140
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40
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0 H21 22 23 24 25

【表 1：年齢別入園待ち児童数】 各年10月1日現在
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【表 2：保育園の定員超過数】 各年10月1日現在

　

現
在
、
市
内
に
は
、
公
立
12
園

と
私
立
10
園
の
計
22
園
の
保
育
園

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

実
際
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
十

分
と
は
言
え
ず
、
過
去
5
年
の
入

園
待
ち
児
童
数
は
、
表
1
の
と
お

り
で
、
毎
年
約
１
４
０
人
の
児
童

が
保
育
園
に
入
園
で
き
な
い
状
況

で
す
。
ま
た
、
入
園
待
ち
児
童
を

年
齢
別
に
見
る
と
、
0

～
2
歳
児
が
全
体
の
9

割
程
度
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
あ
ら
た
め

て
0
～
2
歳
児
の
受
け

皿
と
な
る
保
育
園
の
定

員
不
足
が
示
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
て
、
市
で
は
、
平

成
22
年
度
に
85
人
、
23

年
度
に
60
人
の
定
員
の

増
加
を
図
り
ま
し
た

が
、
入
園
待
ち
児
童
を

解
消
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

は
、
保
育
園
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、
家
庭
で
保
育
を
行
っ

て
い
た
保
護
者
が
、
新
た
に
共
働

き
を
始
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
保

育
を
必
要
と
す
る
家
庭
が
増
え
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

一
方
、
過
去
5
年
の
保
育
園
へ

の
入
園
状
況
は
、
表
2
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
保
育

園
定
員
の
弾
力
的
運
用
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
約
３
５
０

人
を
定
員
超
過
し
て
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。定
員
の
弾
力
的
運
用
は
、

保
育
室
な
ど
の
面
積
が
国
の
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
る
場
合
に
限
っ

て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
実

施
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
が
常
態
化
す
る
と
、
保
育

環
境
へ
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

－定住促進重点施策－

※
定
員
の
弾
力
的
運
用
…
保
育
園
で
定
員
を
超
過
し
児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と

※
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　①私立幼稚園の認定こども　
　園への移行

　②認可外保育施設の小規模　
　保育事業などへの移行

　③既存保育園の定員増

➡ 500人の
定員増

　市では、将来の子どもの推計人口や既
存施設の利用状況を踏まえ、保育園を新
しく造るのではなく、既存の幼稚園、保
育園、認可外保育施設を活用し、保育を
必要とする児童の受け入れ定員増を図り
ます。具体的には、図 1 のとおり 3 つの
施策を展開。既存の幼稚園などを活用す
ることにより、質の高い幼児教育・保育
を提供することができます。

【図 1：定員増を図るための 3 つの施策】

平成 28 年度末までに 500 人の定員増を実現

　
①
私
立
幼
稚
園
の
認
定
こ

　
ど
も
園
へ
の
移
行

　　

市
内
の
私
立
幼
稚
園
9
園
の

う
ち
、
平
成
27
年
度
か
ら
5
園
、

28
年
度
か
ら
1
園
が
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

▼
27
年
4
月
か
ら
認
定
こ
ど
も

園
へ
移
行
予
定
の
幼
稚
園

・
虹
ヶ
丘
幼
稚
園
（
6
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
45
人

・
あ
け
ぼ
の
幼
稚
園
（
6
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
28
人

・
マ
ロ
ニ
エ
幼
稚
園
（
8
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
42
人

・
黒
磯
い
ず
み
幼
稚
園　

・
す
ぎ
の
こ
幼
稚
園

※
（　

）
内
は
、
預
か
り
可
能
と

な
る
月
齢
で
す
。

※
黒
磯
い
ず
み
幼
稚
園
と
す
ぎ

の
こ
幼
稚
園
は
、
28
年
度
か
ら
0

～
2
歳
児
を
預
か
れ
る
よ
う
に

園
舎
を
増
築
す
る
予
定
の
た
め
、

定
員
の
増
加
数
な
ど
は
未
定
で

す
。

▼
28
年
4
月
か
ら
認
定
こ
ど
も

園
へ
移
行
予
定
の
幼
稚
園

・
黒
磯
幼
稚
園

　
②
認
可
外
保
育
施
設
の
小

　
規
模
保
育
事
業
な
ど
へ
の

　
移
行

　

市
内
の
認
可
外
保
育
施
設
の
う

ち
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
6
施
設

が
小
規
模
保
育
事
業
に
、
1
施
設

が
家
庭
的
保
育
事
業
に
移
行
す
る

予
定
で
す
。

▼
小
規
模
保
育
事
業
へ
移
行

・
創
造
の
森
（
9
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
19
人

・
み
る
く
保
育
園
（
2
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
12
人

・
た
け
の
こ
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
（
3

カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
19
人

・
こ
ど
も
館
く
れ
よ
ん
ぴ
ー
す

（
3
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
12
人

・
ベ
リ
ー
ズ
保
育
園
（
3
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
19
人

・
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
ア
ク
ア
ス
西

那
須
野
園
（
3
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
19
人

※
第
二
ひ
か
り
幼
稚
園
で
は
、「
ひ

か
り 

み
ど
り
保
育
園
」
と
し
て

小
規
模
保
育
事
業
（
定
員
19
人
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
家
庭
的
保
育
事
業
へ
移
行

・
小
さ
な
託
児
園
り
と
る
ぐ
ゥ

（
2
カ
月
～
）

　

0
～
2
歳
児
定
員
5
人

◆幼稚園…幼児教育を行う施設。満 3 歳児～小学校就学前の子どもが対象
◆保育園…就労などにより家庭で保育できない保護者に代わり保育を行う施設。０歳児～
小学校就学前の子どもが対象
◆認定こども園…幼稚園と保育園の機能と特長を併せ持つ施設。0 歳児～小学校就学前の
子どもが対象
◆小規模保育事業…少人数（定員１９人以下）で保育を行う施設。0 歳児～ 2 歳児が対象
◆家庭的保育事業…家庭的な雰囲気の中（定員 5 人以下）で保育を行う施設。０歳児～
２歳児が対象
◆認可外保育施設…保育を行う施設で認可を受けずに運営している施設。０歳児～小学校
就学前の子どもが対象

　　

永
田
保
育
園
と
平
成
28
年
4
月

に
民
営
化
す
る
と
よ
う
ら
保
育
園

で
園
舎
の
増
改
築
を
行
い
、
定
員

増
加
を
図
り
ま
す
。

・
永
田
保
育
園　

30
人
定
員
増

・
と
よ
う
ら
保
育
園　

30
人
定
員

増
　　　

５
０
０
人
の
定
員
増
に
向
け

て
、
引
き
続
き
3
つ
の
施
策
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
質
の
高
い
教

育
、保
育
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

保
育
士
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
保
育
資
格
を
持
っ
て
い

て
就
労
し
て
い
な
い
人
の
職
場
復

帰
を
支
援
す
る
講
座
な
ど
を
実
施

し
、
保
育
士
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

本
子
ど
も
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
０
４
２

　
③
既
存
保
育
園
の
定
員
増

　
保
育
士
の
確
保
も
進
め
る

施
設
ご
と
に
次
の
よ
う
な
違

い
が
あ
り
、
入
園
手
続
き
も

異
な
り
ま
す
（
詳
し
く
は
、

広
報
な
す
し
お
ば
ら
9
月
5

日
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
）

↑来年 4 月からの定員増加に向
けて整備を進める永田保育園
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タウントピックス

4

美しいハーモニーで観客を魅了

　9月 13日、黒磯文化会館で、市中学校合唱フェ
スティバルが行われ、市内の中学校 8校が参加し
ました。
　同フェスティバル実行委員会と市施設振興公社
の共催で今回初めて開催されたこのフェスティバ
ル。各校が那須地区音楽祭などで演奏予定の曲な
ど 13 曲を披露したほか、生徒約 400 人で「桜の
季節」を歌った全校合唱では、その迫力と美しい
ハーモニーに会場全体が感動の渦に包まれました。

スポーツ交流で生き生きと
ゴルフで楽しく健康づくり

　9月 9日、那珂川河畔運動公園で市老人クラブ
連合会グラウンドゴルフ大会が開催されました。
高齢者の健康増進と相互交流を目的に毎年開催さ
れているこの大会は、今年で 10回目を数え、市内
の各地域から 198人が出場しました。
　当日は好天に恵まれ、選手たちは 6～ 7人のグ
ループで 4コース計 32 ホールを回り、スコアを
競いました。会場は競技を楽しむほかに、他地域
の選手と楽しく談笑する声でにぎわっていました。

　10月 4～ 5日、中・高校生や各団体など多くのボランティアの協
力の下、60歳以上の高齢者の祭典「ねんりんピック栃木 2014 ソフ
トテニス交流大会」を開催しました。（6日は台風の影響で中止）
　4日の黒磯文化会館での開始式では、那須野ケ原疏水太鼓、那須
野巻狩踊り、中塩原平家獅子舞の 3団体が歓迎の意を込めて郷土芸
能を披露したほか、82歳の最高齢選手や平均年齢が最も高いチーム
などへの特別表彰、栃木県選手団を代表し藤田ヤスさんと本市在住
の磯忠昭さんによる選手宣誓など華々しく大会が幕開けしました。
　5日のソフトテニス交流大会は、全国各地から集まった 430 人も
の往年の名選手たちが、雨にも負けず、若い時代をほうふつさせる
ハッスルプレーで、元気な姿を見せてくれました。試合は真剣勝負
でしたが、試合前にお土産を交換したり、お互いの健闘をたたえ合っ
たりして交流を深めていました。

まさに「年輪」ピック！
60歳以上の選手がハッスルプレー
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まちの身近な話題や出来事を教えてください。広報担当者が取材に伺います。
本秘書課　☎0287(62)7109Town Topics

5

先人たちの姿を演じ続けて15年
創作劇「那須野の大地」

　9月 14日、三島ホールで創作劇「那須野の大地」
が上演されました。
　この創作劇は那須野が原開拓 120 周年を記念し
制作したもので、劇団なすのにより毎年公演を重
ね、今年で 15回目となります。今回は 15回公演
を記念し、団員が作詞した「那須野の空」と題し
た歌も披露しました。満席となったホールの観客
は、開拓に挑む先人たちを演じる劇団員の熱演に、
思わず引き込まれていました。

温泉の湧出が絶えないよう
祈りを込めて

　9月 28日、塩原地区で、温泉の恵みに感謝する
とともに末永い繁栄を祈願する、塩原温泉古式湯
まつりが行われました。
　今年から昼間の開催となり、元湯でくんだ「御

ご

神
しんとう

湯」を運ぶ「分湯行列」には、塩原温泉エリア
の自治会長 13人をはじめ中学生も参列し、温泉街
を厳かに歩きました。その後、御神湯を分ける「分
湯式」が、多くの地元関係者や観光客が見守る中、
湯っ歩の里で執り行われました。

交通事故ゼロを目指して

　9月 23日、秋の交通安全市民総ぐるみ運動に合
わせて交通安全をＰＲする街頭パレードが行われ、
市民ら約180人が黒磯駅前周辺を練り歩きました。
　これは、那須塩原交通安全協会黒磯支部が 2年
に１回行っているもので、今回は那須塩原ボーイ
スカウトが最前列で交通安全を訴えたほか、共英
小学校の鼓笛隊などがパレードに華を添えました。
　大森支部長は「交通事故に遭わないよう、誰も
が気をつけてほしい」とPRしました。

街の“どまんなか”が笑顔に包まれる

　9月 20日、西那須野駅前通りで五軒町・駅西口・
そ水通りの各商店会による「どきどきわくわく　
どまんなかフェスティバル」が開催されました。
　歩行者天国になった通りでは、飲食物の店頭販
売のほか各種ゲームや大道芸が行われ、多くの人
でにぎわいました。地元マジシャンのチャーリー
篠塚さんのマジックショーでは、会場から大爆笑
が巻き起こるなど、街のどまんなかが笑顔に包ま
れた一日となりました。
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平成 27年度から軽自動車税の税額が上がります
　平成 26 年度の税制改正に伴い、27 年度から軽自動車税の税額が表 1・2のとおり上がります。
　なお、三輪以上の車両には、27 年 4 月 1 日以降に新車登録をした車両（車検証の初度検査年月が 27 年 4 月以
降の車両）から適用されます。それよりも前に登録している車両は、現行の税額が適用されます。
　また、三輪以上で一定年数が経過した車両には、28 年度から環境負荷の小さい自動車の普及を進めるため、表
2のとおり重課税が適用されます。

問い合わせ　本課税課　☎ 0287（62）7179

区分 現行 平成27年度
から

原動機付自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円

50㏄超90㏄
以下 1,200円 2,000円

90㏄超125
㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

二輪の軽自動車など（125㏄
超250㏄以下） 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車（250㏄超） 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕用 1,600円 2,400円

その他 4,700円 5,900円

区分 現行 平成 27 年
度から

平 成 28 年
度から重課
税（※）

四輪
以上

乗用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

※ 28 年度以降、新規登録（車検証の初度検査年月）か
ら 13 年が経過した車両に適用されます（電気自動車、
被けん引車などは除く）。

　

那
須
野
が
原
西
部
田
園
空
間
博
物
館
の

対
象
地
域
で
あ
る
西
那
須
野
地
区
、
接
骨

木
・
横
林
地
区
の
小
学
５
～
６
年
生
が
描

い
た
、
博
物
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
（
展
示
物

や
史
跡
な
ど
）の
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り

一
部
作
品
の
み
の
展
示
に
な
る
予
定
で

す
。

▼
と
き　

11
月
21
日
㈮
～
28
日
㈮

○
平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

○
土
・
日
曜
、
祝
日　

午
前
10
時
～
午
後

９
時

※
21
日
㈮
は
午
後
７
時
～
９
時
、
28
日
㈮

は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
と
な
り
ま

す
。

▼
と
こ
ろ

県
庁
15
階

展
望
ロ
ビ

ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
宇

都
宮
市
塙

田
１
‐
１

‐
20
）

　

田
園
空
間
博
物
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
や
那

須
野
が
原
を
潤
す
那
須
疏
水
を
巡
る
「
那

須
野
が
原
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
22
日
㈯
午
前
９
時
～

※
那
須
野
が
原
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
前
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

１
０
０
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み

　

那
須
野
が
原
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
２
８
７
（
36
）
１
２
２
０

▼
申
込
期
限　

11
月
10
日
㈪

那
須
野
が
原
西
部
田
園
空
間
博
物
館
の

　
　                

サ
テ
ラ
イ
ト
を
見
に
行
こ
う
！

小
学
生
サ
テ
ラ
イ
ト
絵
画
展

第
11
回
那
須
野
が
原
ウ
ォ
ー
ク

表1　二輪の車両などの税額 表2　三輪以上の車両の税額

個性豊かな作品が見られます

松方別邸などのサテライトを巡ります

問
い
合
わ
せ

　

田
園
空
間
博
物
館
運
営
協
議
会
事
務
局
（
西
産
業
観
光
建
設
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
８
７
（
37
）
５
１
０
８
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※市内は、市外局番0287を省略した表記にしています。
　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

損
ね
る
ば
か
り
か
、
悪
臭
や
害
虫

発
生
な
ど
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
迷
惑
行
為
で
す
。

◆
不
法
投
棄
の
監
視

　

市
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
た

め
、
平
日
の
昼
間
に
加
え
て
夜
間

や
休
日
も
巡
回
監
視
を
行
い
、
監

視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
投
棄
物
を
徹
底
的
に
調
べ
た

り
、
頻
繁
に
投
棄
さ
れ
る
場
所
に

夜
間
で
も
撮
影
可
能
な
赤
外
線
式

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な
ど
、
行
為

者
の
特
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

　

不
法
投
棄
行
為
を
発
見
し
た
際

は
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
行
為
者
の

特
徴
な
ど
の
情
報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。不
法
投
棄
撲
滅
に
向
け
、

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
４

市
議
会
議
員
に
よ
る
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

秋
の
市
民
一
斉
美
化
運
動

を
行
い
ま
す

▼
と
き
・
と
こ
ろ

①
11
月
17
日
㈪
午
後
６
時
30
分
～

・
西
那
須
野
公
民
館

②
11
月
18
日
㈫
午
後
６
時
30
分
～

・
稲
村
公
民
館

③
11
月
20
日
㈭
午
後
６
時
30
分
～

・
塩
原
公
民
館

※
各
回
２
時
間
程
度
で
す
。

▼
内
容　

議
会
の
活
動
や
審
議
内

容
の
報
告
、
会
場
ご
と
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
意
見
交
換

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
の
で
、
都
合
の
良
い
会
場
へ
来

て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
議
事
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
８
１

　

地
域
環
境
の
美
化
と
、
資
源
の

有
効
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
快
適
な
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
市
民
一
斉
美
化
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
16
日
㈰
（
雨
天
決

行
）

▼
内
容　

道
路
脇
な
ど
に
捨
て
ら

れ
た
ご
み
の
一
斉
回
収

▼
注
意
事
項　

○
家
に
あ
る
粗
大
ご
み
な
ど
は
持

ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

○
回
収
し
た
ご
み
は
配
布
さ
れ
る

透
明
袋
に
入
れ
て
指
定
さ
れ
た
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

○
別
日
に
実
施
す
る
場
合
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を
使
用
し
て
分
別

し
、
収
集
日
に
合
わ
せ
て
通
常
の

収
集
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
少

量
ず
つ
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
３
０
１

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
４

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
３
９

  

お
知
ら
せ

塩

不
法
投
棄
が

　
　
　

後
を
絶
ち
ま
せ
ん

　

市
民
全
体
の
協
力
で
行
わ
れ
て

い
る
市
民
一
斉
美
化
運
動
や
団

体
・
企
業
が
実
施
し
て
い
る
清
掃

活
動
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
環
境
の

美
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一

方
、
一
部
の
モ
ラ
ル
の
な
い
人
に

よ
る
ご
み
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
は
景
観
を

ごみの不法投棄現場。この光景を見て、
あなたはどう感じますか

支給対象　平成 26 年 1 月 1 日時点で那須塩原市の住民基本台帳
に登録があり、26 年度分の市民税（均等割）が課税されていな
い人
※市町村民税が課税されている人の扶養親族、生活保護を受給し
ている人などは対象外。
申請方法　申請書に必要事項を記入し、必要書類を添付して、
本社会福祉課、西市民福祉課、塩総務福祉課、箒根出張所の窓口
へ提出または返信用封筒にて郵送してください
問い合わせ
　○申請に関すること
　　臨時福祉給付金事業推進室（本社会福祉課内）
　　　☎（62）7170
　○制度に関すること
　　厚生労働省専用ダイヤル
　　　☎ 0570（037）192

臨時福祉給付金支給申請の受付期間を延長します
　市では、臨時福祉給付金の支給制度をできるだけ多くの人に利用してもらうため、申請の受付期間を延長します。
まだ申請していない場合には早めに手続きをしてください。

変更後の受付期限　来年 1 月 8 日㈭
 平成 26 年 1 月 1 日現在、
 生活保護を受けていますか

 平成 26 年度分の市民税が
 課税されていますか

対象者診断チャート

対象外です

対象外です

対象外です

 臨時福祉給付金の支給対象
 である可能性があります

 平成 26 年度分の市民税が
 課税されている人に扶養さ
 れていますか

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

塩
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環
境
家
計
簿
を

　
　
　
　

つ
け
ま
し
ょ
う

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
す

　

市
で
は
、
那
須
塩
原
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
【
区
域
施
策

編
】
を
策
定
し
、
市
域
か
ら
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
主
と
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、
市

民
・
事
業
者
・
市
が
一
丸
と
な
り

削
減
目
標
の
達
成
に
向
け
て
お
の

お
の
の
役
割
を
担
い
、
連
携
し
て

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
は
環
境

家
計
簿
を
作
成
し
、
今
年
４
月
に

各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。
環
境

家
計
簿
は
、
各
家
庭
の
電
気
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
・

軽
油
の
使
用
量
か
ら
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
把
握
し
、
環
境
に
配
慮

す
る
行
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

環
境
家
計
簿
を
つ
け
て
い
る
家

庭
は
引
き
続
き
、
ま
だ
始
め
て
い

な
い
家
庭
は
今
月
か
ら
で
も
家
族

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、
環
境

家
計
簿
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
配
布
場
所　

本
環
境
管
理
課
、

西
市
民
福
祉
課
、塩
総
務
福
祉
課
、

各
公
民
館

〈
取
り
組
み
の
注
意
点
〉

○
来
年
３
月
ま
で
の
取
り
組
み

後
、
環
境
家
計
簿
の
返
信
用
は
が

　

11
月
の
1
カ
月
間
、
自
転
車
の

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
向
上
を
目
的
と
し

て
「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

道
路
の
無
理
な
横
断
、
無
灯
火

運
転
、
車
道
の
右
側
通
行
な
ど
に

よ
る
自
転
車
の
事
故
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
一
時
停
止
場
所
で
の
安

全
確
認
、
左
側
通
行
、
児
童
・
生

徒
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
な

ど
、
こ
の
機
会
に
自
転
車
の
マ

ナ
ー
を
確
認
し
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
） 

７
１
２
７

き
（
切
手
不
要
）
を
使
っ
て
報
告

を
お
願
い
し
ま
す

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
環
境
家
計
簿
を
つ
け

た
後
は
、
メ
ー
ル
で
の
報
告
も
可

能
で
す

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
管
理
課　

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
３

　
　

kankyoukanri@

　

city.nasushiobara.lg.jp

市
有
地
（
宅
地
）
を

　
　
　

販
売
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
新
町
地
区
、
那
須
塩

原
駅
西
口
地
区
、
関
谷
地
区
の
市

有
地
（
宅
地
）
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
住
宅
の
新
築
な
ど
で
土
地
購

入
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
市
が

販
売
す
る
宅
地
を
ぜ
ひ
検
討
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ら
は
、
宅
地
建
物
取
引
業

者
の
仲
介
で
購
入
し
た
場
合
で
も

手
数
料
が
掛
か
ら
な
い
媒
介
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
販
売
価
格

や
媒
介
制
度
に
つ
い
て
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
９

国
民
年
金
に
は
第
１
号
被

保
険
者
の
独
自
給
付
が
あ

り
ま
す

〈
寡か

ふ婦
年
金
〉

　

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入

被
保
険
者
を
含
む
）
と
し
て
の
保

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除

期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る

夫
が
死
亡
し
た
場
合
、
夫
の
死
亡

当
時
、
夫
に
生
計
を
維
持
さ
れ
、

か
つ
10
年
以
上
の
婚
姻
期
間
が

あ
っ
た
妻
に
、
60
～
65
歳
に
な
る

ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保

険
者
期
間
に
つ
い
て
計
算
し
た
老

齢
基
礎
年
金
の
額
の
４
分
の
３
に

相
当
す
る
額
で
す
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
寡
婦
年
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
死
亡
し
た
夫
が
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
者
、
ま
た
は
老
齢
基
礎
年

金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
と
き

②
夫
が
死
亡
し
た
当
時
、
妻
が
老

齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受

け
て
い
る
と
き

③
死
亡
し
た
夫
が
学
生
納
付
特
例

期
間
、
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予

期
間
の
み
し
か
有
し
な
い
場
合

〈
死
亡
一
時
金
〉

　

死
亡
月
の
前
月
ま
で
の
第
１
号

被
保
険
者
と
し
て
の
期
間
に
つ
い

て
、
保
険
料
納
付
済
期
間
お
よ
び

多
段
階
免
除
期
間
納
付
済
月
数

（
免
除
の
段
階
に
応
じ
て
減
算
）

が
合
わ
せ
て
36
カ
月
以
上
あ
る
人

が
、
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
障
害

基
礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
な
い

で
死
亡
し
、
遺
族
も
遺
族
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

に
、
そ
の
遺
族
（
同
一
生
計
の
①

配
偶
者
②
子
③
父
母
④
孫
⑤
祖
父

母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
の
順
）
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

 

ま
た
、
死
亡
一
時
金
の
額
は
、

保
険
料
を
納
め
た
月
数
な
ど
に
応

じ
て
次
の
表
の
よ
う
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
死
亡
月
の
前
月
ま
で
の

付
加
保
険
料
納
付
済
期
間
が
36
カ

月
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に

８
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両

方
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
は
、
支
給
を
受
け
る
人
の
選
択

に
よ
り
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を

選
択
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
６
３
１
１

　

本
国
保
年
金
課 

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

保険料納付済期間 支給額
    36 月以上 180 月未満 120,000 円
  180 月以上 240 月未満 145,000 円
  240 月以上 300 月未満 170,000 円
  300 月以上 360 月未満 220,000 円
  360 月以上 420 月未満 270,000 円
  420 月以上 320,000 円

【表】死亡一時金の額塩

塩
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塩

　

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
「
も
し

か
し
た
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る
の

で
は
？
」「
よ
く
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
心
配
な
親
子
」

な
ど
と
思
わ
れ
る
人
や
、「
子
育

て
が
大
変
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
虐

待
し
て
し
ま
い
そ
う
」
な
ど
、
悩

ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
事
、
気

に
な
っ
て
い
る
事
な
ど
何
で
も
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
先

○
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
３
７
２
４

○
県
北
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
１
０
５
８

○
栃
木
県
児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ

ル
（
夜
間
・
休
日
）

☎
０
２
８
（
６
６
５
）
３
６
７
７

▼
そ
の
他　

11
月
の
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
に
ち
な
み
、
県

で
は
11
月
16
日
㈰
に
宇
都
宮
市
オ

リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
て
関
連
イ
ベ

ン
ト
「
子
育
て
支
援
県
民
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
３
７
２
４

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
は
、

毎
年
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
募
金
を
、
対
象
と
な
る
世
帯

へ
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

配
分
を
希
望
す
る
場
合
は
、
各

地
域
担
当
の
民
生
委
員
に
相
談
の

上
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、申
請
書
を
提
出
し
て
も
、

審
査
の
結
果
配
分
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

経
済
的
に
困
窮
し
て
い

な
が
ら
も
生
活
保
護
は
受
け
ず
に

自
力
で
生
活
し
、
世
帯
員
が
生
活

維
持
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
世
帯

※
単
身
世
帯
で
申
込
期
限
ま
で
不

在
の
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

▼
申
し
込
み　

各
地
域
の
民
生
委

員※
担
当
の
民
生
委
員
の
連
絡
先
が

分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

11
月
7
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ　

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
２
２

  

募
集

児
童
虐
待
か
な
？
と
感
じ

た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の

配
分
申
請
を
受
け
付
け
ま

す

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
と

は
コ
イ
特
有
の
病
気
で
、
フ
ナ
や

ナ
マ
ズ
な
ど
コ
イ
以
外
の
魚
に
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
人
に
感
染
す
る

こ
と
も
な
く
、
感
染
し
た
コ
イ
を

食
べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
次

の
取
り
組
み
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト

○
釣
っ
た
コ
イ
を
そ
の
場
所
以
外

に
は
放
流
し
な
い

○
自
宅
の
池
な
ど
で
飼
育
し
て
い

る
コ
イ
を
川
や
池
な
ど
に
放
流
し

な
い

○
調
理
し
た
後
の
コ
イ
の
く
ず
や

死
ん
だ
コ
イ
は
、
川
や
池
な
ど
に

捨
て
な
い
で
ご
み
と
し
て
処
理
す

る○
川
や
池
な
ど
で
、
コ
イ
の
大
量

死
や
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
連

絡
す
る

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
生
産
振
興
課

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
３
５
１

　

那
須
農
業
振
興
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
２
１
５
１

　

本
農
務
畜
産
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
９

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

社
会
的
養
護
を
担
う
養
育

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

養
育
里
親
と
は
、
保
護
者
の
い

な
い
児
童
ま
た
は
何
ら
か
の
理
由

で
保
護
者
が
養
育
で
き
な
い
児
童

を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛

情
を
込
め
て
養
育
し
て
く
れ
る
人

の
こ
と
で
す
。

▼
養
育
期
間　

①
児
童
が
社
会
的

自
立
が
可
能
と
な
る
ま
で
、
②
保

護
者
が
児
童
を
引
き
取
れ
る
よ
う

募集地区・団地 構造 募集
戸数 間取り 家　　賃

黒磯

稲村

中層耐火
3 ～ 5 階建て

3 3DK 23,000 ～ 45,200 円
稲村 1 4DK 24,800 ～ 48,700 円
若松 ２ 3DK 16,400 ～ 35,700 円
磯原 1 3DK 16,900 ～ 33,100 円
錦 １ 3DK 16,100 ～ 31,700 円

鍋掛 準耐火平屋建て 1 3DK 8,000 ～ 11,000 円
塩原 塩原前山 準耐火 2 階建て 1 2DK  9,300 ～ 18,400 円

・入居には各種要件がありますので、必要書類とあわせて必ず事前に
確認してください
・４ＤＫは、親族５人以上の世帯が対象です
・単身世帯（配偶者がなく、昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた人に
限る）は、鍋掛・塩原前山に限り申し込みが可能です
・家賃は、世帯の収入などに応じて記載の範囲内で決定します
・応募者が募集戸数を超えた場合は、抽選となります
・鍋掛、塩原前山は風呂釜および浴槽は自己設置となります
受付期間　11 月 10 日㈪～ 14 日㈮　午後 5 時締め切り
申込方法　申込書に必要書類を添えて、受付期間内に本都市整備課
　　　　　へ提出してください（支所・出張所では申し込み不可）
申し込み・問い合わせ　本都市整備課　☎（62）7162

○ 市 営 住 宅 入 居 者 募 集

に
な
る
ま
で
な
ど
、
児
童
の
状
況

に
応
じ
て
異
な
り
ま
す

▼
そ
の
他　

養
育
里
親
と
な
る
た

め
に
は
、
原
則
６
日
間
の
研
修
の

受
講
が
必
要
で
す

※
養
育
里
親
に
協
力
し
て
く
れ
る

人
は
、
県
北
児
童
相
談
所
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
北
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
１
０
５
８
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市
で
は
「
第
6
期
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
市
民
意
見

募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
行
い
ま
す
。

▼
計
画
の
概
要　

高
齢
者
が
要
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
な
く
健
康

で
、
ま
た
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
自
宅
や
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

生
き
生
き
と
高
齢
期
を
過
ご
せ
る

よ
う
基
本
的
な
目
標
を
定
め
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

高
齢
者
福
祉
施
策
お
よ
び
介
護
保

険
事
業
の
方
向
性
を
示
す
た
め
に

策
定
す
る
も
の
で
す

▼
意
見
を
提
出
で
き
る
人　

①
市

民
、
②
市
内
勤
務
者
、
③
市
内
通

学
者
、
④
市
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
が
あ
る
個
人
・
法
人
・
そ

の
他
の
団
体
、
⑤
本
計
画
に
利
害

関
係
が
あ
る
個
人
・
法
人
・
そ
の

他
の
団
体

▼
募
集
期
間　

11
月
10
日
㈪
～
12

月
10
日
㈬

▼
閲
覧
場
所

①
窓
口
…
本
高
齢
福
祉
課
、
西
市

民
福
祉
課
、
塩
総
務
福
祉
課
、
箒

根
出
張
所
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

高
齢
者
に
関
す
る
計
画
策

定
の
た
め
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
）

※
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
実
施
日
は
午
後

7
時
ま
で
閲
覧
可
能
。

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法　

閲
覧
場
所
①
の
各

窓
口
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
お
よ
び
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
「
意
見
書
用
紙
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

※
「
意
見
書
用
紙
」
は
閲
覧
場
所

の
各
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
電
話
に
よ
る
意
見
の
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
個
人
情
報
は
目
的
以
外
に
は
使

用
せ
ず
、
公
表
も
し
ま
せ
ん
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
で
き

ま
せ
ん
。

▼
意
見
の
公
表　

提
出
さ
れ
た
意

見
は
、
内
容
を
整
理
し
て
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す

※
本
件
に
直
接
関
係
が
な
い
意
見

に
は
、
市
の
考
え
方
は
示
し
ま
せ

ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
高
齢
福
祉
課

　

〠
３
２
５
‐
８
５
０
１

　

共
墾
社
１
０
８
‐
２

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
7
1
9
1

　
　
　
　
　

FAX
（
63
）
８
９
１
１

　
　

k-koureifukushi@

　

city.nasushiobara.lg.jp

那
須
郡
市
医
師
会
立
黒
磯

准
看
護
学
院
生
徒
募
集

▼
受
験
資
格　

中
学
校
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

※
喫
煙
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
数　

28
人
（
推
薦
を
含

む
）

▼
修
業
年
限　

2
年

▼
試
験
日　

来
年
1
月
31
日
㈯

▼
試
験
会
場　

黒
磯
准
看
護
学
院

▼
内
容　

学
力
試
験
（
数
学
・
国

語
）

※
一
次
試
験
合
格
者
は
、
当
日
に

面
接
も
行
い
ま
す
。

▼
出
願
受
付
期
間　

来
年
1
月
16

日
㈮
～
22
日
㈭
の
午
前
9
時
30
分

～
午
後
4
時
30
分
（
土
・
日
曜
を

除
く
）

▼
そ
の
他　

詳
し
い
内
容
を
確
認

す
る
場
合
に
は
、
募
集
要
項
を
請

求
す
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
郡
市
医
師
会
立
黒
磯
准
看

　

護
学
院

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
１
２
５
８

県立衛生福祉大学校　平成 27 年度学生募集（一般入学試験）

区　分 募集人数 試験日 合格発表 願書受付期間

保健看護学部

保健学科 30 人
１次 1 月  8 日㈭ 1 月 23 日㈮

 11 月 26 日㈬～ 12 月 4 日㈭ 

２次 ２月   2 日㈪ ２月 13 日㈮

看護
学科

本　　科 80 人
1 次 1 月   6 日㈫ 1 月 23 日㈮

2 次 1 月 29 日㈭ ２月 13 日㈮

専科（昼間）
各 40 人

1 次 1 月   7 日㈬ 1 月 23 日㈮

専科（夜間） 2 次 1 月 30 日㈮ ２月 13 日㈮

歯科技術学部
歯科衛生学科 30 人 1 月 22 日㈭

2 月  4 日㈬  12 月 10 日㈬～ 22 日㈪
歯科技工学科 15 人 1 月 21 日㈬

臨床検査学部 臨床検査学科 20 人
1 次 1 月 20 日㈫ 2 月  4 日㈬

 12 月 10 日㈬～ 18 日㈭
2 次 2 月 13 日㈮ 2 月 25 日㈬

※募集人数には、推薦入試（看護学科本科、歯科衛生学科は 5 割程度、専科昼間、歯科技工学科は 4 割程度）を含みます。
※歯科技工学科は、石こう彫刻の実技試験があります。

　地域の保健医療に従事する人材を育てるため、平成 27 年度学生を募集します。

申し込み・問い合わせ　県立衛生福祉大学校学生課（宇都宮市陽南 4 － 2 － 1）
　　　　　　　　　　　☎ 028（645）9227　　　

塩
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塩

  

催
し

自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
初
心
者
教
室

見
え
づ
ら
さ
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
！
お
役
立
ち
講
座

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の

技
能
取
得
訓
練

　

日
常
生
活
に
役
立
つ
情
報
や
生

活
用
品
を
集
め
紹
介
し
ま
す
。

　

見
え
な
い
、
見
え
づ
ら
い
な
ど

見
え
方
で
困
っ
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
、
福
祉
・
教
育
関
係
者
な
ど
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
9
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
読
み
書
き
に
便
利
な
拡
大
読
書

器
や
ル
ー
ペ
、
家
事
に
役
立
つ
便

利
グ
ッ
ズ
、
テ
レ
ビ
の
聞
け
る
ラ

ジ
オ
、
音
声
で
ガ
イ
ド
す
る
テ
レ

ビ
、
デ
イ
ジ
ー
再
生
機
、
盲
導
犬

な
ど
の
紹
介

○
白
杖
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
体
験
、

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
の
実
演
、
栃
木

県
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
へ
の
支

援
に
関
す
る
講
演
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
そ
の
他

・
会
場
内
に
は
ガ
イ
ド
が
い
ま
す

・
西
那
須
野
駅
か
ら
会
場
ま
で
送

迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す

・
有
料
の
軽
食
も
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
２
２

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
就
職
に
必

要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
た

め
の
コ
ー
ス
を
実
施
し
ま
す
。　

▼
と
き　

来
年
1
月
9
日
㈮
～
3

月
4
日
㈬
午
前
9
時
30
分
～
午
後

3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
に
ち
に
ち
そ
う
（
大
田
原
市
加

治
屋
83
‐
８
１
８
）

▼
コ
ー
ス
名　

介
護
補
助
科

▼
対
象　

知
的
・
精
神
・
身
体
障

害
の
あ
る
人

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

▼
定
員　

５
人

▼
選
考　

12
月
17
日
㈬
に
面
接

▼
訓
練
内
容　

就
労
生
活
全
般
、

対
人
関
係
、
介
護
の
基
礎
知
識
、

介
助
手
法
の
実
技
な
ど
を
学
び
、

職
場
体
験
実
習
を
行
う

▼
参
加
費　

無
料

※
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
。

▼
申
し
込
み　

県
北
産
業
技
術
専

門
校
ま
た
は
居
住
地
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

▼
申
込
期
間　

11
月
10
日
㈪
～
12

月
9
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

　

☎
０
２
８
７
（
64
）
４
０
０
０

　

自
彊
術
と
は
、
治
療
的
な
意
味

を
持
つ
体
の
動
か
し
方
を
す
る
健

康
体
操
で
す
。
指
圧
・
整
体
・
呼

吸
法
を
31
の
動
作
に
折
り
込
み
、

同
時
に
行
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
治
療
・
予

防
に
役
立
ち
、
内
臓
や
脳
な
ど
体

の
各
機
能
を
高
め
、健
康
の
維
持
・

増
進
に
期
待
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
29
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～
3
時 

▼
と
こ
ろ　

鳥
野
目
河
川
公
園
管

理
棟　

▼
対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務

者▼
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
講
師　

滝
口
由
美
子
氏
（
公
益

社
団
法
人
自
彊
術
普
及
会
講
師
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

 

11
月
28
日
㈮

▼
そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
で

タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
座
布
団

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

鳥
野
目
河
川
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
４
３
３
４

  

研
修
・
教
室
・
講
座

　

道
の
駅
「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

利
用
者
会
で
は
、
秋
の
味
覚
を
堪

能
で
き
る
収
穫
祭
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　

11
月
9
日
㈰
午
前
9
時

～
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
と
こ
ろ　

道
の
駅「
明
治
の
森
・

黒
磯
」

▼
内
容　

農
産
物
・
特
産
品
・
ジ
ェ

ラ
ー
ト
の
割
引
販
売
、
つ
き
た
て

餅
・
焼
き
そ
ば
な
ど
の
販
売
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
限
定
の
ピ
ザ
1
枚

５
０
０
円
、
菓
子
パ
ン
１
０
０
円

均
一
販
売
、
産
直
鍋
無
料
サ
ー
ビ

ス
、
５
０
０
円
以
上
の
買
い
物
で

新
米
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
０
３
９
９

道
の
駅「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

収
穫
祭

～
女
（
ひ
と
）
と
男
（
ひ
と
）

　
　

と
も
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
～

　

市
と
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る「
輝
き
ネ
ッ
ト
な
す
し
お
ば
ら
」

で
は
、
男
女
と
も
に
性
別
に
関
わ

り
な
く
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
し

輝
く
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
分

か
り
や
す
く
楽
し
く
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
7
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

三
島
ホ
ー
ル

▼
定
員　

４
８
５
人

▼
内
容

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
の

表
彰
式

○
講
演　

シ
ャ
ン
ソ
ン
＆
ウ
イ
メ

ン
ズ
ト
ー
ク
「
こ
こ
ろ
の
時
代
、

こ
こ
ろ
の
問
題
」
～
自
分
を
愛
し

て
、
他
者
を
愛
し
て
～

▼
講
師　

田
嶋
陽
子
氏
（
元
法
政

大
学
教
授
、
元
参
議
院
議
員
、
女

性
学
研
究
者
、
歌
手
）

▼
入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必

要
で
す
）

※
整
理
券
は
、
11
月
6
日
㈭
か
ら

配
布
予
定
で
す
。

男
女
共
同
参
画

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

▼
配
布
場
所　

本
市
民
協
働
推
進

課
、
西
総
務
税
務
課
、
塩
総
務
福

祉
課
、
箒
根
出
張
所
、
三
島
ホ
ー

ル▼
そ
の
他　

満
1
歳
以
上
の
無
料

託
児
あ
り
（
定
員
5
人
）

※
11
月
21
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
１
９

塩
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◆
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に
、
つ

な
が
り
、
立
ち
上
が
り
ま
せ
ん
か

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ

ン
タ
ー
の
和
解
仲
介
手
続
き
（
Ａ

Ｄ
Ｒ
）
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

弁
護
団
に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

〈
第
12
回
〉

▼
と
き　

11
月
８
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

〈
第
13
回
〉

▼
と
き　

11
月
14
日
㈮
午
後
７
時

～▼
と
こ
ろ　

厚
崎
公
民
館

〈
第
14
回
〉

▼
と
き　

11
月
15
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

狩
野
公
民
館

〈
第
15
回
〉

▼
と
き　

11
月
29
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

鍋
掛
公
民
館

〈
共
通
事
項
〉

▼
対
象　

事
故
当
時
、
県
北
地
区

（
那
須
塩
原
市
・
大
田
原
市
・
那

須
町
）
に
住
民
票
を
有
し
て
い
た

人
ま
た
は
居
住
し
て
い
た
人

※
そ
の
後
、
避
難
な
ど
で
転
出
し

た
人
を
含
み
ま
す
。

栃
木
県
北
・
原
発
事
故
損

害
賠
償
集
団
Ａ
Ｄ
Ｒ
説
明

会

▼
そ
の
他

○
説
明
会
は
２
～
３
時
間
の
予
定

で
す

○
申
し
立
て
用
申
込
書
は
、
説
明

会
時
に
配
布
す
る
ほ
か
、
各
公
民

館
、
図
書
館
に
も
設
置
さ
れ
て
い

ま
す

○
説
明
会
で
は
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
説
明
の

ほ
か
、
申
込
書
の
記
載
方
法
も
案

内
し
ま
す

○
以
後
も
、
県
北
の
各
地
域
で
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
北
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
考
え
る
会

　
（
西
川
）

☎
０
９
０（
７
０
１
３
）０
３
３
０

▼
と
き　

11
月
23
日
㈷
㈰
午
前
８

時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

割
烹
石
山
（
黒
磯
駅

前
）

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民
お
よ

び
市
内
勤
務
者

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

11
月
10
日
㈪

▼
そ
の
他　

用
具
の
な
い
人
は
協

会
で
用
意
し
ま
す
。
参
加
申
込
者

に
は
後
日
資
料
を
送
付
し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会（
綱
島
）

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
１
７
２
０

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
は
、
羽
根
の

付
い
た
シ
ャ
ト
ル
状
の
ボ
ー
ル

を
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
に

ネ
ッ
ト
を
挟
ん
で
手
で
打
ち
合
う

団
体
競
技
で
す
。

▼
と
き　

11
月
23
日
㈷
㈰
午
前
8

時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

園
体
育
館

▼
対
象　

高
校
生
以
上
の
市
民
、

市
内
勤
務
・
通
学
者
で
編
成
し
た

チ
ー
ム
（
選
手
４
人
、
補
欠
４
人

以
内
）

▼
種
目　

女
子
の
部
、
男
女
混
合

の
部

▼
参
加
費

・
市
協
会
登
録
者
、
学
生
だ
け
で

編
成
し
た
チ
ー
ム
は
無
料

・
協
会
登
録
者
が
い
な
い
チ
ー
ム

は
２
千
円
（
1
人
で
も
協
会
登
録

者
が
い
れ
ば
半
額
の
千
円
）

▼
申
込
期
間　

11
月
3
日
㈷
㈪
～

15
日
㈯

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会（
小
澤
）

　
　
　

☎
・
FAX
（
65
）
２
０
５
９

第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

　
　
　
　
　
　

市
民
大
会

　（　）は前年同月との比較です。

○ 8 月の交通事故発生状況（人身事故）

問い合わせ　　生活課 　☎ （62）7127

発生件数  死亡者 負傷者

8 月中 34件（－ 17） 1人（＋ 1） 49人（－ 15）

うち高齢者 12件（－   6） 0人（　 0）  7人（－   3）

26 年累計 274件（－ 45） 4人（－ 2） 356人（－ 61）

うち高齢者 85件（－ 11） 2人（－ 3） 52人（＋   6）

き
た
と
ち
ぎ

　

大
学
新
卒
者
等

　
　

合
同
就
職
面
接
会

　

大
学
新
卒
者
な
ど
（
35
歳
未
満

の
若
年
者
を
含
む
）
の
就
職
促
進

を
図
る
た
め
、
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

面
接
会
へ
の
参
加
を
希
望
す
る

事
業
所
、
大
学
生
な
ど
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

11
月
19
日
㈬
午
後
1
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

カ
シ
マ
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
リ
ゾ
ー
ト
（
大
田
原
市
本
町
1

‐
２
７
１
４
）

▼
対
象

○
平
成
27
年
3
月
に
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
学
生

○
35
歳
未
満
の
求
職
者

▼
事
業
所
数　

お
お
む
ね
25
社
程

度※
事
前
に
求
人
票
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
黒
磯

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
１
４
４

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
２
２
６
８

第
20
回

　

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

「広報なすしおばら」掲載広告を募集中

　掲載枠（いずれも黒単色）
　 １号広告（48㎜×170㎜）、２号広告（48㎜×85㎜）
　掲載料（１回当たりの税込み掲載料）
　 １号広告：30,000 円、２号広告：15,000 円
　発行部数　35,500 部（平成 26 年 10 月 20 日号現在）
　問い合わせ　　秘書課　☎（62）7109

インディアカの
羽根付きボール



　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎

平成26年10月20日号

※市内は、市外局番0287を省略した表記にしています。
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成
年
後
見
制
度
と
は
、
知
的
障

害
、
精
神
障
害
、
認
知
症
な
ど
に

よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

が
、
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
行

う
と
き
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

支
援
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
「
知
的
障
害
の
あ
る
子
の
将
来

が
心
配
」「
認
知
症
の
母
が
悪
質

商
法
の
被
害
を
受
け
て
い
る
」
な

ど
で
困
っ
て
い
る
人
や
そ
の
支
援

に
携
わ
っ
て
い
る
人
、
ま
た
「
制

度
の
内
容
が
ど
ん
な
も
の
か
知
り

た
い
」
と
い
う
人
は
、
気
軽
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
18
日
㈫
午
前
10
時

～
正
午

※
相
談
は
1
人
１
時
間
以
内
。

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員　

司
法
書
士
（
リ
ー
ガ

ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
支
部
会
員
）

▼
そ
の
他

・
予
約
優
先
で
す
が
、
空
き
が
あ

れ
ば
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能
で

す・
次
回
の
相
談
会
開
催
日
は
来
年

２
月
19
日
㈭
を
予
定
し
て
い
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
２
６

成
年
後
見
無
料
相
談
会

※市役所、ハロープ
ラザ（箒根出張所）
は、モニタリング
ポストの測定数値
を公表しています。
　なお、＊の場所
は周辺の除染作業
実施済みです。

　　 場  所 放射線量
 那須塩原市役所＊  0.121 ～ 0.127
 西那須野庁舎  0.10
 塩原庁舎  0.09
 ハロープラザ＊

（箒根出張所）  0.108 ～ 0.112 

 高林公民館＊  0.17 ～ 0.19
  単位はすべてマイクロシーベルト／時

○空間放射線量測定結果 9月16日～10月6日測定

問い合わせ　本環境対策課 　☎ （62）7141

合　計   117,106 人 （＋ 40）
男     57,977 人 （＋ 25）
女     59,129 人 （＋ 15）

世　帯     46,204 世帯 （＋ 69）
出　生           90 人　 転　入 　275 人
死　亡           81 人　 転　出 　244 人

  平成 22 年国勢調査をもとに算出しています。

○ 10 月の人口
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※市内は、市外局番0287を省略した表記にしています。
　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

内容 とき 定員 申込開始日
 木工工作教室（クリ
 スマスリース作り）

 13 日㈯・14 日㈰
 午前 9 時 30 分～ 各 20 人 募集中

 手打ちそば教室  14 日㈰
 午前 9 時 30 分～ 20 人 募集中

 ミニ門松づくり教室  20 日㈯
 午前 9 時 30 分～ 20 人 募集中

 玄関飾り教室  21 日㈰
 午前 9 時 30 分～ 20 人 募集中

 パン教室（デコレー
 ションケーキ）

 23 日㈷㈫
 午前 9 時～ 12 人 11月7日㈮

午前 9 時～
※各教室で使用する材料費は自己負担です。
※子ども会育成会、総合学習などの活動の場としても施設の貸し
出しをしています。
○収穫感謝祭（申し込み不要）
　巻狩太鼓やよさこいソーランなどの演奏と踊り、おいしいふる
さと田舎料理、プロによる刃物研ぎ、田舎ランド産野菜が当たる
大抽選会など、楽しい催しを予定しています。
とき　11 月 23 日㈷㈰ 午前 9 時 30 分～午後 2 時
申し込み・問い合わせ　田舎ランド鴫内　 ☎ (68)7006

○田舎ランド鴫内　12 月の体験活動・教室
行事・講座名 区分 とき

 写真教室 講座  1 日㈯ 午前 10 時～午後 3 時

 第 12 回栃木花
はなはす

蓮写真展 催物  5 日㈬～ 11 日㈫

 竹工芸（Ⅰ） 講座  7 日㈮ 午前 9 時～正午

 蓮の染色 講座  9 日㈰ 午前 10 時～正午

 竹工芸（Ⅱ） 講座  14 日㈮ 午前 9 時～正午

 春
しゅんらんがらもの

蘭柄物・寒
かんらん

蘭展 催物  15 日㈯・16 日㈰

 栃木県北合同皐
さ つ き

月秋季祭 催物  22 日㈯～ 24 日㈪

 水墨画展 催物  26 日㈬～ 30 日㈰

 バラの剪定 講座  30 ㈰ 午前 10 時～正午

※講座の申し込みは、開催日の 1 カ月前から受け付けています。
申し込み・問い合わせ
　那須野が原公園緑の相談所　☎ (36)1220

○那須野が原公園 緑の相談所　11 月の催し

○塩原温泉ビジターセンター　イベント情報

申し込み・問い合わせ　塩原温泉ビジターセンター 　☎／ＦＡＸ (32)3050　 so.visitor@energy.ocn.ne.jp

塩原の四季を楽しむ！～森の恵みを楽しむ～　集合場所：塩原温泉ビジターセンター
イベント とき ところ 内容 定員 参加費 申込開始日

 クリスマスリース作り  12 月 7 日㈰
 午前 10 時～正午 ビジター

センター

 ぜいたくに木の実を使ってオリジナル
 クリスマスリースを作ります

各 20 人 1,000円 11月10日㈪
 正月お飾り作り  12 月 13 日㈯

 午前 9 時 30 分～正午
 稲を編んで作るベースに、森の色々な
 材料を添えてお正月の飾りを作ります

遊歩道自然散策イベント　集合場所：塩原温泉ビジターセンター
イベント とき 内容 定員 参加費 申込開始日

 錦秋の森散策  11月1日㈯～9日㈰午前10時～正午  錦秋の森に囲まれた遊歩道で、思う存分「紅葉
 狩り」！ 各 30 人 300円 募集中

 晩秋の森散策  11月22日㈯午後1時～3時
 11月23日㈷㈰午前10時～正午

 落ち葉を踏みしめながら、遊歩道へ「残り紅葉」
 を探しに行きます 各 30 人 300円 募集中

　　　　　第 9 回那須塩原ハーフマラソン開催に伴う交通規制のお知らせ　

　問い合わせ　那須塩原ハーフマラソン実行委員会事務局（　 スポーツ振興課内）　☎（37）5439

11 月 3日

　市内道路をマラソンコースとして使用し、選手が走る午前
10時頃から午後1時頃にかけて車両などの交通規制が実施さ
れます。ご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。
特に、唐杉交差点周辺、くろいそ運動場周辺は大変混雑します。
注意してください。

全面通行止め
　午前 9 時 55 分～ 11 時 55 分
　※状況により時間延長あり。

全面通行止め
　午前 10 時 40 分～ 11 時 55 分
 　※状況により時間延長あり。

規制内容
　大会開催中、車両片側交互通行または全面通行止め
　※場所や競技の状況により規制時間・内容が
　変わります。現場の指示に従ってください。

くろいそ運動場

ﾌｨﾆｯｼｭ

スタート・フィニッシュ

ｽﾀｰﾄ

　※詳細は、大会前日の新聞折り込みチラシ
　や市のホームページで確認してください。

黒磯南高校 
〇　

※渋滞の状況により、路線バスなどの運行ダイヤが乱れる可能性があります。
: 渋滞ポイント
: 全面通行止め区間
: マラソンコース
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＜土器の野焼き＆弓矢体験＞　
時間…午前11時30分～
※土器で作ったゆでたまごを無料配布(なくなり次第終了)

～フリーマーケット出店者募集中～
出店スペース…1小間：2m×2m　参加費…500円（1小間）
申し込み…虹の会(加藤)　☎090-1619-8562

●博物館関連団体活動展示
とき…10月21日㈫～11月16日㈰　活動の様子などを紹介

●リレー講演会　
とき…11月2日㈰
第1部…午後１時30分～２時40分「三島通庸・山形県における評価」
第2部…午後２時50分～４時「個性豊かな那須野が原の湧水」

●11月の親子体験チャレンジ
と　き テーマ 参加費 定員

11月16日㈰ マイシノデッポウをつくろう 100円 30人
11月23日㈷㈰ タコをつくって飛ばそう 300円 30人
時間…午前 10 時～ ( 受け付け　午前９時 30 分～ 55 分 )
ところ…研修室　※定員になり次第締め切り。

●11月3日㈷㈪、11月16日㈰は展示観覧無料です
通常は一般300円、高校・大学生200円、小・中学生100円 

●「近代を写実せよ。三島通
みちつね

庸と高橋由
ゆ い ち

一の挑戦」
とき…12月7日㈰まで（開催中）

　　　　　　　　　　　　11月3日㈷㈪ 展示観覧無料
●当日のイベント
＜フリーマーケット・一品販売・古書市＞
時間…午前９時～　ところ…博物館前広場
＜展示おもしろクイズ＞
時間…午前９時～午後3時
　　　　　　　　　　＜よくばり親子体験チャレンジ＞
　　　　　　　　　　時間…午前９時30分～午後2時　　
　　　　　　　　　　内容…あけびのつるでリース・化石の
　　　　　　　　　　　　　　 レプリカ・おさらでバランス・
　　　　　　　　　　　　　　 ふしぎなヒコーキ・うぐいす笛
　　　　　　　　　　参加費…200円　定員…150人

＜はたおり体験＞
時間…午前９時30分～午後2時
参加費…200円　定員…70人
＜とび出る紙しばい＞
時間…午前９時30分～／午前11時～／午後1時45分～
＜民話語り＞　
時間…午前10時15分～／午後1時～

那須野が原ハーモニーホール  ☎ 0287(24)0880   Nasu-hh 検 索詳しくは

●ハーモニーホールフェスティバル④、Xmasコンサートシリーズ②
　那須野が原フラダンスのクリスマス
とき…12月16日㈫、17日㈬午後6時30分開演
ところ…第1ギャラリー
入場料…全席自由　200円（未就学児無料）
出演…エレガントフラ・ハラウ・オ・フジヌマ
チケット発売日…窓口販売11月11日㈫午前9時～
　　　　　　　　電話予約11月12日㈬午前9時～
※友の会優先電話予約はありません。
※座席使用は入場先着順となります。（立ち見の場合あり）
※発売日初日は1人5枚までの購入となります。

●ハーモニーホールフェスティバル⑤、Xmasコンサートシリーズ③
　クリスマス・コンサート
とき…12月19日㈮午後6時30分開演　
ところ…第1ギャラリー
入場料…全席自由　200円（高校生以下無料・要入場券）
出演…アジア学院MINNGOS、JN Band、JJ and Friends、
マットー井上と仲間たち、那須野が原少年少女合唱団
チケット発売日…窓口販売11月11日㈫午前9時～

（入場券配布日）　電話予約11月12日㈬午前9時～
※友の会優先電話予約はありません。
※座席使用は入場先着順となります。（立ち見の場合あり）

●ふるさとの音楽家シリーズVol.9
　那須野が原の冬コンサート　フルートの調べ
とき…来年1月31日㈯午後2時開演　ところ…交流ホール
入場料…全席自由　一般1,000円（友の会900円）
　　　　　　　　　学生500円（大学生以下）
出演…フルート：吉成律子（大田原市出身）、ピアノ：山口真未
チケット発売日…友の会10月30日㈭午前9時～（電話のみ）
　　　　　　　　一般11月1日㈯午前9時～

●ハーモニー寄席「春風亭小朝・林家正蔵 二人会」
とき…来年2月1日㈰午後3開演　ところ…大ホール
入場料…全席指定3,300円（友の会3,000円）
チケット発売日…友の会10月30日㈭午前9時～（電話のみ）
　　　　　　　　一般11月1日㈯午前9時～

●川井郁子 The Melody～100年の音楽～コンサート
とき…来年2月27日㈮午後6時30分開演
ところ…大ホール
入場料…全席指定4,000円
　　　　（友の会3,600円）
チケット発売日
…友の会11月20日㈭午前9時～
　　　　　　　　　（電話のみ）
　一般11月22日㈯午前9時～

那須野が原博物館　☎0287(36)0949 詳しくは   那須野が原博物館 検 索

  黒文 検 索詳しくは黒磯文化会館　☎0287(63)3219

●友の会設立30周年記念「春風亭小朝独演会」
とき…11月8日㈯午後3時開演　
ところ…小ホール
入場料…全席自由３,000円
※友の会会員2,500円

（個人会員1枚、家族会員2枚まで）
出演…春風亭小朝、ゲスト：林家木久蔵

●BEGIN コンサート 2014
とき…11月23日㈷㈰午後5時開演　ところ…大ホール
入場料…全席指定　一般6,500円
小・中学生1,000円　
※未就学児無料（保護者の膝上
での鑑賞となります。席が必要
な場合は小・中学生チケットが
必要です。）

 まもなくチケット発売開始

 開館10周年記念特別展

 チケット好評発売中

 博物館フェスタ2014



　　申し込み・問い合わせ
健康増進課(黒磯保健センター)　　☎　0287(63)1100

FAX　0287(63)1284
　(西那須野保健センター)　　☎　0287(38)1356

　FAX　0287(36)8710

11月の保健
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午後 6 時～ 11 時 ( 年中無休 ) ☎ 028（600）0099
※携帯電話・プッシュ回線からは局番なしの♯ 8000。

ところ…大田原市中田原1081―4（那須赤十字病院本館1階）
診察科目…内科、小児科　診療日時…毎日午後7時～10時
問☎0287（47）5663
※那須地区夜間急患診療所は那須赤十字病院に併設され
た、那須赤十字病院とは別の医療機関です。

●とちぎ子ども救急電話相談

●夜間診療　那須地区夜間急患診療所 

日 当番医名 ☎(0287)

2
㈰

須田医院（高林） (68)0006
西那須野内科循環器科クリニック（永田町）(36)1100

3
㈷㈪

田崎医院（那須町寺子丙） (72)0111
みどりクリニック（一区町） (37)8231

9
㈰

那須脳神経外科病院（野間） (62)5500
みずぬまクリニック（東三島2丁目） (39)1581

16
㈰

ふじおか内科小児科（豊浦） (64)3366
さいとうクリニック（西幸町） (39)1805

23
㈷㈰

立花医院（那須町寺子乙） (72)0311
はらクリニック（東三島 4 丁目） (39)5232

24
㈪

福島整形外科病院（弥生町） (62)0805
北整形外科内科（三島 4 丁目） (38)2151

30
㈰

三森医院（宮町） (62)1095
大山公園クリニック（下永田 3 丁目） (47)7718

診察時間…午前９時～ 午後５時　
事前に医療機関に電話をしてから受診しましょう。

● 11月の休日当番医

　～今月のひとこと～
　好きな音楽３曲分歩きましょう
　　※好きな音楽を３曲分聴きながら楽しく歩くと合計で
　　10 分間歩くことになります。

　

とき…11 月 7 日㈮午前 10 時～午
後 4 時
ところ…市役所本庁舎 101 会議室

●11月の献血
とき・ところ　　　　　　　　

とき ところ
11 月 6 日㈭
午後 1 時～ 3 時 30 分

西那須野保健
センター

対象…40 ～ 69 歳の市民

●健康セミナーメタボ予防編
　メタボベーシック講座～メタボ
　の基本を学ぶ～

●健康セミナー運動編
　プラスポセミナー～いつもの生
　活に運動をプラス～

とき・ところ
とき ところ テーマ

11月25日㈫
午後1時～3
時10分

にしなすの
運動公園体
育館

 まずは体を
 動かしてみ
 る講座

対象…20 ～ 64 歳の市民
定員…25 人　
※定員になり次第締め切り。
内容…生活習慣病予防についての講
話、運動実技
参加費…無料
申込期限…11 月 18 日㈫

●健康増進公開講座
とき…11 月 2 日㈰午後 2 時～
ところ…黒磯文化会館（小ホール）
内容…①「腰痛を克服して楽しく散
歩 －腰痛の診断と治療－」
講師…種市洋氏（獨協医科大学医学
部整形外科学講座主任教授）
② 「運動と健康格差」
講師…金

か ね や

谷さとみ氏（社会医療法人
博愛会在宅総合ケアセンター長）
参加費…無料
問い合わせ…菅間記念病院
　　　　　　☎ 0287（62）0733

●健康セミナー骨粗しょう症予
　防編～女性のための骨美人セミ
　ナー～
とき・ところ

とき ところ
12月16日㈫ 午前 9 時

～ 11 時、
午前 10 時
～正午

黒磯保健セ
ンター

1月15日㈭ 西那須野保
健センター

※どちらかの時間帯を選んでくださ
い。
対象…20 ～ 64 歳の女性（骨粗しょ
う症治療中の人は除く）
定員…各回 30 人　参加費…無料
内容…骨密度測定、保健師・栄養士
の講話
申込期限…各開催日の 3日前

定員…30 人
※定員になり次第締め切り。
内容 　自分の体組成をチェックし
てみよう、生活習慣病予防のための
基本、健康を守る食事の選び方、減
塩のためのひと工夫　
※みそ汁の塩分測定が行えます。希
望者は、空き瓶などに自宅のみそ汁
を入れて持ってきてください。　
参加費…無料
申込期限…10 月 31 日㈮
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4か月児健診　　 平成26年7月生まれ
　黒磯保健センター　　 27日㈭
　西那須野保健センター 26日㈬
10か月児健診　  平成26年1月生まれ
　黒磯保健センター 28日㈮
　西那須野保健センター 21日㈮
1歳6か月児健診　 平成25年4月生まれ
　黒磯保健センター 20日㈭
　西那須野保健センター 11日㈫

14日㈮
２歳児歯科検診  平成24年10月生まれ
　黒磯保健センター 12日㈬
　西那須野保健センター 19日㈬
３歳児健診　    平成23年10月生まれ
　黒磯保健センター   5日㈬
　西那須野保健センター   7日㈮
塩原地区の健診
塩原公民館 18日㈫
※塩原地区は 4 か月～ 3 歳児までの健
診を一括で行います。
受付時間…午後 1 時～ 1 時 30 分
持参するもの…母子健康手帳、健康
診査票、採尿したもの（3 歳児のみ）

●11月の育児相談●11月の乳幼児健康診査 ●母親学級（予約制）

保健センター

コラム 　高血圧予防のための１g減塩活動を進めています

●11月の健康相談・食生活相談

　市では、健康寿命の延伸を目的に、高血圧予防のための 1g の減塩運動を行っています。
　現在、県民の平均食塩摂取量は 1 日の目標量（男性 9g、女性 7.5g）を大きく上回っています。食塩の多い食事を取っ
ていると血圧が上がりやすくなります。日頃から食塩摂取を減らして高血圧を予防しましょう。
　ここでは食塩を控えるための減塩のポイントを紹介します。

＜減塩のポイント＞
○麺類の汁は、全部飲まない    　　　　　　○漬物は浅漬けにして、決めた量だけ小分けに         ○「だし」の風味を活かす
○汁ものは1日1回として、おかわりしない　○素材は新鮮なものを選び、そのものの味を楽しむ
○香味野菜や香草、香辛料を効果的に使う    ○酢や柑橘類の酸味を利用する　　　

　保健師や栄養士が妊娠中の心身に
関する相談や育児に関する相談を行
います。

とき ところ

4日㈫ 午前9時30分
～11時、午後1
時30分～3時 

黒磯保健セン
ター

13日㈭ 西那須野保健
センター

※西那須野保健センターは事前に申し
込みが必要です。

とき…11 月 13 日㈭午後 1 時 30 分
～ 3 時
ところ…黒磯保健センター
対象…妊婦、その家族
内容…安心して赤ちゃんを迎えるた
めに
※母子健康手帳を持参してください。

●11月の成人検診・検診日

医師から高血圧があると言われたことがある県
民の割合（20歳以上）

食塩摂取量の平均値（20歳以上、1人当たり
1日）

男性 女性

女性

60

男性

10
12
14

0

40

20

(g)(%)

0
2
4
6
8

総数 50歳代30歳代 70歳以上 総数 50歳代30歳代 70歳以上

11.3 11.9

9.6 9.9

とき ところ

5日㈬ 午前9時30分
～10時30分

東那須野公民
館

7日㈮
17日㈪

午前9時～10
時30分

黒磯保健セン
ター

10日㈪ 午前9時30分
～10時30分 ハロープラザ

10日㈪ 午後1時30分
～2時30分 塩原公民館

12日㈬
午前9時～10
時30分、午後1
時～2時30分

西那須野保健
センター

※食生活相談は予約制です。食生活相
談のみ、午前の日程では午前 11 時、
午後の日程では午後 3 時まで受け付け
ます。
※今までの健診結果や健康ファイルを
持っている人は持参してください。

とき ところ
  9 日㈰  西那須野保健センター25 日㈫
10 日㈪

 黒磯保健センター
18 日㈫
19 日㈬
21 日㈮
30 日㈰

※男女とも受診できます。
※集団検診を申し込んでいる人には、検
診日が近づいたら「検診のお知らせ」を
郵送します。
※これからの集団検診・医療機関検診
の申し込みは各保健センターへ。

高
血
圧
と
言
わ
れ
た
こ
と
の

あ
る
者
は
男
性
40
歳
以
上
、

女
性
50
歳
以
上
か
ら
急
増

栃
木
県
は
、
塩
分
摂
取
量
が

多
い
県
で
す

出典：平成21年度県民健康栄養調査（栃木県） 出典：平成24年国民健康栄養調査（厚生労働省）
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11月の子育てサロン

名　称 場　所 期　日 時　間 問い合わせ（☎0287）

なかよしひろば いきいきふれあいセ
ンター 毎週月～金曜(祝日は休み） 午前9時～正午

午後1時～4時

子育て相談センター
(64)3724

かるがもサロン 稲村公民館 5日㈬

午前9時30分～11時30分
子育てサロン 厚崎公民館 10日㈪

とようらキッズ とようら公民館 6日㈭

子育てサロン 鍋掛公民館 19日㈬

にこにこ広場 たかはやし保育園 毎週水・金曜 午前9時～正午 (68)0025

子育て支援室
「もこもこ」 友里かご保育園 毎週月～金曜(祝日は休み）

木曜の午前は語り合いの場 午前9時～午後2時 (62)1116

サンサンひろば コメット保育園 毎週月・水・金曜（祝日は休み） 午前9時～正午
午後0時30分～2時30分

(60)4150
要事前連絡

つどいの広場
ほっぺ 

方京 3 － 15 － 9
N.S TK ビル 2 階 毎週月～金曜(祝日は休み） 午前10時～午後3時30分 (73)8648

子育てサロン 西那須野保健
センター

4日㈫、6日㈭、18日㈫、20日㈭、
27日㈭

午前9時30分～11時30分
午後1時～4時

子育て相談センター
(64)3724

子育てサロン 大山公民館 12日㈬、26日㈬

午前9時30分～11時30分
子育てサロン 狩野公民館 17日㈪

たんぽぽ 西公民館 11日㈫、25日㈫

にこにこルーム 三島公民館 21日㈮

わくわく子育て
ネット 西那須野公民館 12日㈬、26日㈬

午前10時～正午

(36)1143
1回につき参加費50円

子育てひろば 南公民館 5日㈬、19日㈬ (36)7341 　
月会費100円

西三島いきいき
子育てサロン 西三島自治公民館 13日㈭、27日㈭ （36）3985　(広川)

子育て支援にじ ほし保育園 毎週月～金曜(祝日は休み）
火・水・木曜の午前は交流会

午前9時30分～午後0時30分
午後1時～3時 (37)0614

きらっと☆ルーム ひまわり保育園 毎週月～金曜（祝日は休み）
月・水・金曜の午前は交流会

午前9時～正午
午後1時～4時 (35)2226

つどいの広場
ま～る

五軒町1-13マンション
アカデミーⅠ106号

毎週月～金曜、第１土曜
(祝日は休み）

月～金曜
午前10時～午後3時
第1土曜
午前10時30分～午後1時

（36）6840

リリールーム 西那須野幼稚園 毎週月・水・金曜(祝日は休み） 午前9時～午後2時 （36）5033
(こひつじ保育園）

※保育園、幼稚園でのサロンは、都合により実施日が変更になる場合があります。

　子育てサロンは、家庭で育児をしているお父さんやお母さんと一緒に訪れた子どもたちが、おもちゃ
などで遊ぶことができる交流の場所です。誰でも参加することができますので、気軽に遊びに来てくだ
さい。
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相　　談 相談日 時　　間 会　　場 問い合わせ・備　考

人権相談 6日㈭ 午前10時～
午後3時 いきいきふれあいセンター 

2 階　相談室
●行政相談・移動県民相談　国、県、市など
行政の仕事に対する意見や要望
本秘書課　　　　　　　 　☎ (62)7109
●人権相談　人権保護などへの相談
本社会福祉課　　　　　 　☎ (62)7135
西市民福祉課　　　　　 　☎ (37)6231
塩総務福祉課　　　　　 　☎ (32)2912

行政相談 12日㈬ 午前10時～
午後2時

人権相談
行政相談

移動県民相談
20日㈭ 午前10時～

午後3時
健康長寿センター
2 階　娯楽室

人権相談
行政相談 25日㈫ 午後1時～3時 ハロープラザ

心配ごと相談

5日㈬
17日㈪ 午後1時～3時 いきいきふれあいセンター 

2 階　相談室 社会福祉協議会黒磯支所　 ☎ (63)3868

11日㈫
25日㈫ 午後1時～3時 健康長寿センター

ボランティアルーム 社会福祉協議会本所　　　 ☎ (37)5122

25日㈫ 午後1時～3時 ハロープラザ 社会福祉協議会塩原支所　 ☎ (32)5216

弁護士による
法律相談
( 予約制 )

12月2日㈫ 午後１時30分～
４時30分

いきいきふれあいセンター 
2 階　相談室

※11月4日㈫から受け付け開始。先着18人
社会福祉協議会黒磯支所　 ☎ (63)3868

12月6日㈯ 午後1時30分～
4時30分 健康長寿センター ※11月4日㈫から受け付け開始。先着18人

社会福祉協議会本所　　    ☎ (37)5122

12月16日㈫ 午後1時30分～
4時30分 ハロープラザ ※12月1日㈪から受け付け開始。先着9人

社会福祉協議会塩原支所    ☎ (32)5216
広域無料法律相談

( 予約制 ) 13日㈭ 午後1時30分～
4時30分

大田原市福祉センター
（大田原市浅香 3 丁目）

※11月6日㈭から受け付け開始。先着18人
大田原市総務課　　　☎0287(23)1111

こころの相談
( 予約制 )

4日㈫ 午後1時～5時 黒磯保健センター 日本カウンセリング学会認定カウンセラ
ーによる相談
※託児の希望は２週間前までに要予約。
本社会福祉課　　　       　☎ (62)702620日㈭ 午後1時～5時 西那須野保健センター

更生保護全般に
関する相談

月・水・金
（祝日は休み） 午前9時～午後4時 いきいきふれあいセンター 

1 階　更生保護サポートセンター
更生保護サポートセンター☎ (73)8450
本社会福祉課　　　       　☎ (62)7135

ハローワーク黒磯
巡回就職相談 19日㈬ 午前10時～

午後3時 本社会福祉課相談室 就職ナビゲーター、生活保護自立支援員に
よる相談　　 本社会福祉課☎ (62)7136

精神保健福祉クリニック
( 予約制 ) 27日㈭ 午後1時～3時 県北健康福祉センター

（大田原市住吉町）

精神科医師によるこころの相談※前日までに要予約。
県北健康福祉センター ☎0287(22)2259

薬物問題をお持ち
の方の家族の集い 20日㈭ 午後1時30分～

3時30分
家族の薬物問題で悩む人が対象
県北健康福祉センター ☎0287(22)2259

少年相談 月〜金曜
（祝日は休み） 午前9時～午後4時 青少年センター

( 西生涯学習課内）
小・中学生や青少年の健全育成に関する相談
西青少年センター 　　　   ☎ (37)5925

教育相談 月～金曜
（祝日は休み）

午前8時30分～
午後5時 西学校教育課 いじめ、不登校など学校生活に関する相談

西学校教育課　　　　       ☎ (37)5349
午前9時～午後4時 児童生徒サポートセンター 児童生徒サポートセンター ☎ (63)8526

子育て相談
家庭児童相談

月～金曜
（祝日は休み）

午前8時30分～
午後5時 子育て相談センター 0～18歳の子どもの悩みに関する相談

子育て相談センター　　   ☎ (64)3724
とちぎジョブモール巡回
相談（一部予約制）6日㈭ 午前10時30分～

午後4時 県那須庁舎第 3 会議室
（大田原市中央 1 丁目）

※キャリアカウンセリング、巡回セミナーは要予約。
大田原労政事務所 　  ☎0287(22)4158

働く人のメンタルヘルス
相談（予約制） 19日㈬ 午後1時30分～

4時30分
※相談日の3日前までに要予約。
大田原労政事務所 　  ☎0287(22)4158

消費生活相談
( 巡回相談は

予約制 )

常
設

月～金曜
（祝日は休み）

午前8時30分～
午後5時

いきいきふれあいセンター
1 階　消費生活センター 商品の購入、サービスの利用、契約に関す

るトラブル、多重債務など、消費生活全般
に関する相談
※巡回相談は前日までに要予約。
消費生活センター  　　 　 ☎ (63)7900

巡
回

14日㈮
28日㈮

午前10時～
午後3時

西那須野庁舎
108 会議室

20日㈭ 午前10時～
午後3時 ハロープラザ

交通事故相談 25日㈫ 午前10時～正午、
午後1時～3時 本庁舎 206 会議室 本生活課  　　　　       　 ☎ (62)7127

司法書士総合
相談（予約制） 15日㈯ 午前10時～

午後3時 西那須野公民館 ※相談日の2日前までに要予約。
県司法書士会事務局　☎028(614)1122

労働社会保険・労務
管理に関する相談

( 予約制 )
5日㈬
19日㈬

午後1時30分～
4時30分

県社会保険労務士会館
（宇都宮市鶴田町）

事業主や勤務者が対象
※相談日の２日前までに要予約。
県社会保険労務士会   ☎028(647)2028

不動産相談
( 予約制 )

4日㈫
21日㈮

午後1時30分～
3時30分

県不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前 )

※当日受け付けもできます(予約者優先)。
県宅建協会県北支部　　　 ☎ (62)6677

公正証書の相談
( 予約制 ) 26日㈬ 午前10時～正午、

午後1時～4時
大田原公証役場

（大田原市本町 1 丁目）
遺言の公正証書、貸借契約などの相談
※当日受け付けもできます(予約者優先)。
大田原公証役場　　  ☎ 0287(23)0666
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11月の 相談はすべて無料です。相 談 ※弁護士による法律相談は
　12 月の日程です。



 　      名ばかりのサクラ
               ～フサザクラ～

み～つけた！ちっちゃ
な自然
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フサザクラ　撮影日時：2012/4/28/10:34　撮影場所：安戸山

　野山は紅葉真っ盛りの季節ですが、今回はあえ
てきれいな紅葉にならない木の話です。
　以前にこれもサクラという事で、ウワミズザク
ラを紹介しました。あれはサクラと同じバラ科で
すので、まだ種類が近い植物です。今回紹介する
フサザクラは、フサザクラ科フサザクラ属の 1 種
1 属の樹木です。ですからサクラとは名ばかりで、
別の種類です。
　フサザクラの花は、花弁（花びら）や萼

がく
はなく、

雄しべが垂れ下がっています。房のように多数の
花がくっついて咲くので、フサザクラと名付けら
れたのでしょう。少し地味ですが、なかなかいい
花です。3 月下旬から 4 月にかけて咲きます。花
の写真は、標高が高いところなので、4 月下旬です。
　葉は、ソメイヨシノのように花が終わってから
出てきます。若葉は紅葉のように赤みを帯びてき
れいです。1 つの枝に大きさの違う葉がばらばら

に並ぶ様子がこの木の特徴です。少し気にして見
ていくと、山の林のあちらこちらで見かけます。
　実は、カエデのような翼果です。風によって遠
くへ飛ばされる実です。
　フサザクラはパイオニア植物と言い、ダムなど
を造った裸

ら ち
地に真っ先に生える植物です。

　ただ、残念ながら、きれいな紅葉にはならずに
枯れて落ちてしまいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おさむ

紅葉のように色づく若葉 実（翼
よくか

果）


